
3次元設計データ作成



ここに注意

 3次元設計データ作成に際して、作成範囲の協
議を⾏う。←適⽤範囲の協議で定めた範囲

 起⼯測量で取得した地形⾯を反映して作成する
こと。

 線形の曲線区間においては、必要に応じて横断
形状を作成した後にＴＩＮを設定する。（例え
ば、間隔5m毎の横断形状を作成した後にＴＩ
Ｎを設定する）。

 3次元化にあたり、法⾯の向きや設計図書に含
まれていない変化断⾯の作成に留意する。

 ３次元設計データ作成は、監督員の指示により実施する。

 設計図書（平面図、縦断図、横断図）や線形計算書を基に、３次元設計データを作成する。

座標点リスト
線形計算書 平面図 横断図縦断図

始点から

終点まで外縁
（線形要素の起終点がある場合）

３次元設計データの要素データ作成

準備する資料

� 設計図書と線形計算書に示される情報から幾何
形状の要素を読み取って、作成する。

３次元設計データ（ＴＩＮ）の作成

地形との接点
まで
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路線データ ＴＩＮデータ

３次元設計データ作成の指示
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� 3次元データの作成にあたっては、拡幅の平面・縦断曲線の始終点等、管理断面以外の変化断面や法
面の方向などに留意する必要があります。

拡幅の変化点

法尻の変化点

３次元設計データ確認（注意点）

設計図書の３断面 設計図書の3断面
＋天端の変化点2断面を追加

設計図書
＋天端の変化点2断面を追加
＋法尻の変化点２断面を追加

設計図面に位置が明記されていない情報も多くあります。適宜発注者からの情報提供が必要です。

正しい三次元設計データ
法面が平面図と異なる
方向になっている

管理断面のみで
3次元設計データ
を作成
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その他、管理断面以外に作成する必要がある横断面

縦断曲線の変化点（開始点・終了点）

横断勾配変化点 等

に注意する必要があります。

管理断面では無い横断勾配変化点

管理断面では無い縦断曲線変化点管理断面では無い縦断曲線変化点

３次元設計データ確認（注意点）
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作成した3次元設計データと

発注図書の平面図を重ねる
機能などを活用すると不具
合が発見しやすくなる場合も
あります。

※３次元設計データ作成ソフ
トウェアの機能です

３次元設計データ確認（確認方法）



 受注者から提出される「３次元設計データチェックシート」により、３次元設計データを確認する。

 データ作成の根拠資料は、受注者に請求することができる。

ここに注意

 寸法のチェックがソフトウェアなどで自動で行
える場合（3次元設計データから横断図を作成
し、設計図書と重ね合わせて表示する等）は
ソフトウェアの出力結果でも良い。

 入力した平面線形・縦断線形・出来形横断面
形状の幾何形状と出力する3次元設計データ
は同一となっているかを3次元ビュー（ソフト
ウェアによる表示または印刷物）で確認する。

平成 年 月 日
工 事 名：
受注会社名：
作 成 者： 印

３次元設計データチェックシート

※１ 各チェック項目について、チェック結果欄に“○”と記すこと。
※２ 受注者が監督職員に様式－１を提出した後、監督職員から様式－１を確認するための資料の請求があっ
た場合は、受注者は以下の資料等を速やかに提出するものとする。

・工事基準点リスト（チェック入り）
・線形計算書（チェック入り）
・平面図（チェック入り）
・縦断図（チェック入り）
・横断図（チェック入り）
・3 次元ビュー（ソフトウェアによる表示あるいは印刷物）

※ 添付資料については、上記以外にわかりやすいものがある場合は、これに替えることができる。

項目 対象 内容 
チェック 

結果 

 １）基準点及び 

  工事基準点 
全点 

・監督職員の指示した基準点を使用しているか？  

・工事基準点の名称は正しいか？  

・座標は正しいか？  

 ２）平面線形 全延長 

・起終点の座標は正しいか？  

・変化点（線形主要点）の座標は正しいか？  

・曲線要素の種別・数値は正しいか？  

・各測点の座標は正しいか？  

 ３）縦断線形 全延長 

・線形起終点の測点、標高は正しいか？  

・縦断変化点の測点、標高は正しいか？  

・曲線要素は正しいか？  

 ４）出来形横断面 

   形状 
全延長 

・作成した出来形横断面形状の測点、数は適切か？  

・基準高、幅、法長は正しいか？  

・出来形計測対象点の記号が正しく付与できているか？  

５）３次元設計 

データ 
全延長 

・入力した２）～４）の幾何形状と出力する３次元設計データ 

は同一となっているか？ 
 

• 工事基準点は、事前に監督職員に提出している工事基準点の測量結果と対比し、確認する。

• 平面図及び線形計算書と対比し、確認する。

• 縦断図と対比し、確認する。

• ソフトウェア画面と対比し、設計図書の寸法にチェックを記入する。

• 3次元設計データの入力要素と3次元設計データ（TIN）を重畳し、同一性が確認可能な3次元表示した図を提出する。
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３次元設計データチェックシートの確認



基準点の確認（例）
横断図の確認（例）

データ重ね合わせによる横断図の確認
（例）

作成したデータと図面の
形状を重ねてチェック

根拠資料の例
作成したデータと設計図面の

数値をチェック

入力したデータと設計
図面の数値をチェック
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ここに注意

 施工者が間違
いなくデータ
入力したこと
を示す根拠資
料です。

 根拠資料：監
督職員の請求
により提出す
る（提出が必
須ではありま
せん）。

ｿﾌﾄｳｪｱによる表示あるいは印刷物の
３次元ビューの確認（例）

３次元設計データチェックシート根拠資料の確認


